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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成20年9月25日(2008.9.25)

【公表番号】特表2003-505025(P2003-505025A)
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【出願番号】特願2001-511164(P2001-511164)
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【手続補正書】
【提出日】平成20年8月5日(2008.8.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　（ポリ）ペプチド／タンパク質をバクテリオファージ粒子表面に表示
させる方法であって：
該（ポリ）ペプチド／タンパク質に含まれる第一のシステイン残基とバクテリオファージ
粒子のタンパク質コートのメンバーに含まれる第二のシステイン残基との間にジスルフィ
ド結合を形成させることにより、発現後の該（ポリ）ペプチド／タンパク質と該バクテリ
オファージ粒子のタンパク質コートのメンバーとを結合させるか、あるいはその結合を可
能にすることを含む方法。
　　【請求項２】　該第二のシステイン残基がバクテリオファージの野生型コートタンパ
ク質の対応するアミノ酸位置に存在する、請求項１に記載の方法。
　　【請求項３】　タンパク質コートの該メンバーがバクテリオファージの野生型コート
タンパク質である、請求項２に記載の方法。
　　【請求項４】　タンパク質コートの該メンバーがバクテリオファージの野生型コート
タンパク質の断頭された変異体であり、この断頭された変異体が少なくとも、バクテリオ
ファージ粒子のタンパク質コート内へのコートタンパク質の包含を生じさせる野生型コー
トタンパク質の部分を含むものである、請求項２に記載の方法。
　　【請求項５】　タンパク質コートの該メンバーが、バクテリオファージの野生型コー
トタンパク質の修飾された変異体であり、この修飾された変異体がバクテリオファージ粒
子のタンパク質コート内に包含され得るものである、請求項２に記載の方法。
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　　【請求項６】　該第二のシステイン残基がバクテリオファージの野生型コートタンパ
ク質の対応するアミノ酸位置に存在しない、請求項１に記載の方法。
　　【請求項７】　該第二のシステインがバクテリオファージの野生型コートタンパク質
に人工的に導入されたものである、請求項６に記載の方法。
　　【請求項８】　該第二のシステインがバクテリオファージの野生型コートタンパク質
の断頭された変異体に人工的に導入されたものである、請求項６に記載の方法。
　　【請求項９】　該第二のシステインがバクテリオファージの野生型コートタンパク質
の修飾された変異体に人工的に導入されたものである、請求項６に記載の方法。
　　【請求項１０】　該第二のシステインが該バクテリオファージ粒子のファージコート
の該メンバーのＣ末端またはＮ末端か、あるいはその近くに存在する、請求項４～９のい
ずれかに記載の方法。
　　【請求項１１】　該バクテリオファージが繊維状バクテリオファージである、請求項
１～１０のいずれかに記載の方法。
　　【請求項１２】　バクテリオファージ粒子のタンパク質コートの該メンバーが野生型
コートタンパク質ｐＩＩＩであるか、あるいはそれから誘導されたものである、請求項１
１に記載の方法。
　　【請求項１３】　バクテリオファージ粒子のタンパク質コートの該メンバーが野生型
コートタンパク質ｐＩＸであるか、あるいはそれから誘導されたものである、請求項１１
に記載の方法。
　　【請求項１４】　（ａ）該（ポリ）ペプチド／タンパク質をコードする核酸配列を含
む核酸配列を含有する宿主細胞を入手し；
（ｂ）該核酸配列を発現させるか、あるいはその発現を可能にし；
（ｃ）該宿主細胞内でバクテリオファージ粒子を産生させるか、あるいはその産生を可能
にすることを含む、請求項１～１２のいずれかに記載の方法。
　　【請求項１５】　該（ポリ）ペプチド／タンパク質が免疫グロブリンまたはその機能
的断片を含む、請求項１～１４のいずれかに記載の方法。
　　【請求項１６】　該機能的断片がｓｃＦｖまたはＦａｂ断片である、請求項１５に記
載の方法。
　　【請求項１７】　（ａ）バクテリオファージの野生型コートタンパク質の、１つまた
はそれ以上の部分であって、そのうち１個が少なくとも、該コートタンパク質をファージ
コート内へ包含させるか、あるいはその包含を可能にする部分を含むもの；および、
（ｂ）バクテリオファージの野生型コートタンパク質の対応するアミノ酸位置に存在しな
い１～６個の範囲の追加のアミノ酸残基であって、そのうち１個がシステイン残基である
もの；
からなるバクテリオファージの野生型コートタンパク質の修飾された変異体をコードする
核酸配列。
　　【請求項１８】　（ａ）バクテリオファージの野生型コートタンパク質の１個または
それ以上の部分であって、そのうち１個が少なくとも、該コートタンパク質をファージコ
ート内へ包含させるか、あるいはその包含を可能にする部分を含むもの；
（ｂ）バクテリオファージの野生型コートタンパク質の対応するアミノ酸位置に存在しな
い１～６個の範囲の追加のアミノ酸残基であって、そのうち１個がシステイン残基である
もの；および、
（ｃ）精製および／または検出目的の１個またはそれ以上のペプチド配列；
からなるバクテリオファージの野生型コートタンパク質の修飾された変異体をコードする
核酸配列。
　　【請求項１９】　請求項１７または１８に記載の核酸を含むベクター。
　　【請求項２０】　第二のシステイン残基を含む（ポリ）ペプチド／タンパク質をコー
ドする１つまたはそれ以上の核酸配列をさらに含む、請求項１９に記載のベクター。
　　【請求項２１】　該（ポリ）ペプチド／タンパク質が免疫グロブリンまたはその機能
的断片を含む、請求項２０に記載のベクター。
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　　【請求項２２】　請求項１７または１８に記載の核酸配列、請求項１９～２１のいず
れかに記載のベクターを含む宿主細胞。
　　【請求項２３】　請求項１７または１８に記載の核酸配列、請求項１９～２１のいず
れかに記載のベクターによってコードされるか、あるいは請求項２２に記載の宿主細胞に
よって生産されるバクテリオファージの野生型コートタンパク質の修飾された変異体。
　　【請求項２４】　（ポリ）ペプチド／タンパク質に含まれる第一のシステイン残基と
バクテリオファージ粒子のタンパク質コートのメンバーに含まれる第二のシステイン残基
のジスルフィド結合の形成によって生じる結合により、その表面に結合された（ポリ）ペ
プチド／タンパク質を表示する、（ポリ）ペプチド／タンパク質を発現するための核酸配
列を含む該バクテリオファージ粒子。
　　【請求項２５】　該核酸配列が請求項２０または２１に記載のベクターである、請求
項２４に記載のバクテリオファージ粒子。
　　【請求項２６】　該バクテリオファージ粒子のそれぞれが（ポリ）ペプチド／タンパ
ク質の種々の集団由来の（ポリ）ペプチド／タンパク質を表示している、請求項２４また
は２５に記載のバクテリオファージ粒子の種々の集団。
　　【請求項２７】　（ａ）請求項２６に記載のバクテリオファージ粒子の種々の集団を
提供し；
（ｂ）所望の性質を有する（ポリ）ペプチド／タンパク質を表示する少なくとも１個のバ
クテリオファージ粒子を得るために該種々の集団をスクリーニングし、ならびに／あるい
は該種々の集団から選択することを含む、所望の性質を有する（ポリ）ペプチド／タンパ
ク質を得る方法。
　　【請求項２８】　該所望の性質が目的の標的との結合である、請求項２７に記載の方
法。
　　【請求項２９】　工程（ｂ）が
（ｂａ）バクテリオファージ粒子の該種々の集団を目的の標的と接触させ；
（ｂｂ）目的の標的と結合しないバクテリオファージ粒子を溶出させ；
（ｂｃ）工程（ｂａ）で形成された目的の標的および該目的の標的と結合したバクテリオ
ファージの複合体を還元条件下で処理することによって、目的の標的と結合したバクテリ
オファージ粒子を溶出させることをさらに含む、請求項２８に記載の方法。
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